
2020年7月2日

公益財団法人 角川文化振興財団

隆起する新時代のミュージアム
（角川武蔵野ミュージアム） 

2020年8月1日（土）ついに始動！ 

プレオープン企画は「隈研吾展」で発進！！
公益財団法人 角川文化振興財団（所在地：東京都千代田区、理事長：角川歴彦、以下 角川文化振興

財団）は、「ところざわサクラタウン」内、「角川武蔵野ミュージアム」のプレオープンを2020年8月1日に決
定いたしました。 「ところざわサクラタウン」は、株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡ（本社：東京都千代田区、代表取
締役社長：松原眞樹、以下 ＫＡＤＯＫＡＷＡ）と埼玉県所沢市が、みどり・文化・産業が調和した地域づくり
を共同で進めるプロジェクト「COOL JAPAN FOREST構想」の拠点施設として2020年11月6日（金）にグラ
ンドオープン予定です。「角川武蔵野ミュージアム」では竣工記念展として、新型コロナウイルス感染防止
対策の徹底のもと、「隈研吾/大地とつながるアート空間の誕生 ― 石と木の超建築」を同8月1日（土）よ
り開催いたします。

報道関係各位

武蔵野台地の地殻から隆起したようにダイナミックにそびえたち、見るものを圧倒する多面体の建築。
世界的建築家の隈研吾が手掛けた「角川武蔵野ミュージアム」は図書館と美術館と博物館が融合する、
他に類のない文化複合施設であり、これまで世界の美術館を多く手がけてきた隈の建築の中でも特に異
彩を放っています。 

この度、8月1日（土）のプレオープンに合わせて１Ｆの「グランドギャラリー」及び「マンガ・ラノベ図書館」、
さらに２Ｆのカフェがオープンする予定です。まずは、グランドギャラリーにて開催される角川武蔵野ミュー
ジアム竣工記念展「隈研吾／大地とつながるアート空間の誕生 ― 石と木の超建築」の展示内容や展示
方法など、その見どころの概要を、ここにご紹介いたします。
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（2020年6月15日撮影）



●展示内容

世界中にある隈建築の中で、いま最も注目されているのは国立競技場と角川武蔵野ミュージアムだと
言えるでしょう。国を代表するスポーツの聖地を、隈はその象徴的素材として木を多用することで、周囲と
調和したものにしました。一方の角川武蔵野ミュージアムは、花崗岩の板材を外壁にまとい、大地が隆起
したようなダイナミックな建築です。

隈研吾がこれまで手掛けた建築創造を集大成！  

展覧会場に浮かび上がる、石と木の超建築群！！
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角川武蔵野ミュージアム（左）＆国立競技場（右） ⓒ KENSHU SHINTSUBO

本展「隈研吾／大地とつながるアート空間の誕生 ― 石と木の超建築」では、隈が携わった石の建築と
木の建築を紹介します。特に石の建築では、当ミュージアムの外観・内部空間（一部のエリア）・周辺のラ
ンドスケープデザインを公開するとともに、構想から設計、実際の工法までを、隈のテキストや設計図、イ
ンタビュー映像など豊富な資料で解説いたします。

その他、隈をはじめ当ミュージアムの構想・建設に関わった関係者によるギャラリートークや、関連書籍
の出版、スタッフが館内外をご案内するミュージアムツアーなどをあわせて実施し、武蔵野の地に出現し
た 「石の超建築」の成り立ちと見どころを、建築ファンの方のみならず、周辺地域のみなさまに楽しく、わ
かりやすくご紹介する展覧会です。

●展示写真、上映映像の見どころ紹介

本展では隈の建築作品と、写真家・新津保建秀氏のコラボ
レーションを展示・発表します。本展にあわせてKADOKAWA
から刊行する隈研吾氏の最新作品集『東京 TOKYO』のため
に、新津保氏が撮り下ろした200カット以上の建築写真を、40
メートルの壁面を使ったロール・プロジェクションで映し出しま
す。

隈の依頼により、建築物そのものではなく、その場所へのア
プローチや、光や風のうつろいなど、「建築を体験する」ことを
意識して撮影した新津保氏。写真家の眼差しを通して、隈建
築の新しい魅力が浮かび上がります。

●展覧会の見どころ紹介

隈研吾建築都市設計事務所が展示計画をおこなった展示空間も、本展の見
どころの一つです。隈自らが設計したグランドギャラリーに、柔らかな布の展示
台を設置し、その上に「CLT HARUMI PARK」や「V&A Dundee」 など、自然素材
である石と木を用いた近年の代表作の模型群を展示・解説します。

その他、当ミュージアムの図書館「エディットタウン」（11月開館）木製書棚の
実物大モックアップや、壁面全体を使ったスライドショーなどを配します。

「V&A Dundee」ⓒRoss Fraser McLean

「CLT HARUMI PARK」

写真提供：三菱地所設計・隈研吾建築都市設計事務所
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●展覧会基本情報

「隈研吾／大地とつながるアート空間の誕生 ― 石と木の超建築」

会期：2020年8月1日［土］ → 10月15日［木］

会場：角川武蔵野ミュージアム グランドギャラリー

休館日：火曜日 開館時間：10:00～18:00（金・土は10:00～21:00）

＊入館締め切りは閉館30分前

入場料金（税込）：大人（大学生以上）=1,600円／中高生=1,000円

小学生=700円／未就学児=無料 

＊本チケットで「マンガ・ラノベ図書館」もご覧いただけます。

＊完全事前予約制とし、入館人数の制限を行っております。

主催：角川武蔵野ミュージアム （角川文化振興財団）

展示計画：隈研吾建築都市設計事務所

写真：新津保建秀

協力：KADOKAWA、デルタ電子、TIME & STYLE、飛騨産業

後援：所沢市、所沢市教育委員会

協賛：鹿島建設

詳細は→ https://kadcul.com/

●書籍情報

『東京 TOKYO』

いま世界でもっとも重要な建築家による、最新作品集にして〈都市＝東京〉論！ 国立競技場から角川武
蔵野ミュージアムまで、自薦23作＋最新論考。写真・新津保建秀。

著者：隈 研吾 定価：本体3,400円＋税 

発売日：2020年07月31日 判型：Ｂ５変形判・単行本 ページ数：224

ISBN：9784044005412 ＊日英語バイリンガル版

詳細は→https://www.kadokawa.co.jp/product/321906000879/

角川武蔵野ミュージアム（右） ⓒ KENSHU SHINTSUBO



いよいよ角川武蔵野ミュージアムがプレオープンします。日本列島を巻きこんだ新型コロナウイル

ス・パンデミックの余波で少々の計画変更をしましたが、ようやくみなさんの前に姿をあらわすことに

なりました。

先頭を切るのはミュージアムの駆体と意匠をデザインした隈研吾さんのユニークな展覧会です。私

は「有角建築」と名付けてみました。ミュージアムの外では、同じく隈さんが設計した武蔵野坐令和神

社（むさしのにますうるわしきやまとのみやしろ）も、夏越の大祓を了えてみなさんを迎えます。

このミュージアムは従来のようなパビリオンではありません。武蔵野の大地の一隅に出来（しゅった

い）した万物万象をいかし、図書館と博物館と美術館が有機的に融合しているのです。さまざまな情

報コミュニケーション機能も組み合わさっています。私たちの「想像力」が拡張されていくミュージアム

なのです。まずは、隈研吾展の「構え」と「ディテール」と「物語の意図」を堪能してください。
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松岡正剛館長からのメッセージ

●コロナ禍における感染防止対策

【ご来館されるお客様へ】

＊次のお客様についてはご来館をご遠慮いただきます。

・発熱、風邪症状、味覚障害など体調に不安のある方

・新型コロナウイルス感染症患者の濃厚接触者として現在経過観察中の方

・感染拡大している地域や国への渡航歴が14日以内にある方

・マスク非着用の方

＊完全事前予約制とし、入館人数の制限を行っております。

＊入館時の非接触での検温にご協力をお願いします。 

＊館内では、こまめな手洗いや手指消毒の徹底をお願いします。

＊作品を鑑賞される際は、他のお客様と2ｍ以上を目安に、距離を開けてご鑑賞ください。

＊飛沫予防ため、会場内での会話等は極力お控えいただきますようお願いいたします。 

＊壁や展示ケースには触れないようお願いします。 

＊展示室内の混雑を避けるため、入場制限を行う場合がございます。

＊備品の貸出は休止とさせていただきます。

＊ロッカーの利用は休止とさせていただきます。

安心・安全に当館をご利用いただくために
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【当館館内における感染防止の取り組み】

＊関係機関からの最新情報の収集に努め、感染予防、感染防止に細心の注意を払います。 

＊館内スタッフの健康管理 

・出勤時における発熱の有無、健康状態の確認 

・マスク着用 

・こまめな手洗いとアルコール消毒の徹底 

・スタッフ間における適切な距離の確保 

＊換気 

・外気を取り入れながらの空調運転 

・開口可能部分の常時あるいは定期的な開放による換気

＊消毒 

・手指消毒液の設置 

・来館者エリアの清掃強化、手すりや椅子等、共有部分の定期的な消毒 

＊その他 

・受付窓口など、人と人とが対面する場所は、アクリルやフェイスガードなどで遮蔽 

・トイレのジェットタオルの使用は休止 

・各種サインによる間隔保持と誘導サインを設置

詳細は→https://kadcul.com/

角川武蔵野ミュージアムの建築環境とは？

 “滞留させない巨大導線” “密にならない開放空間”

●周囲の環境とも溶け込んだ開放的な巨大建築空間！

角川武蔵野ミュージアムは建物自体が大規模な展示物といえます。さらにその建築環境は、東所沢
公園から武蔵野令和神社、そしてミュージアムへとつながる巨大な導線を実現しています。館外から館
内、そしてまた館外へ・・・。周囲の様々なランドスケープと融合し、響き合いながら、密にならない開放
的な空間の流れの中で、多彩な催しを展開していきます。

●展示スペースを最大限拡大し、ゆったりした鑑賞空間を実現！

プレオープン企画として開催する「隈研吾／大地とつながるアート空間の誕生 ― 石と木の超建築」
展は、当初の計画では１階グランドギャラリー内の部分的なスペースでの開催を予定していましたが、
今回、安心・安全で、ゆったりと鑑賞していただくため、展示スペースをグランドギャラリーすべてに大幅
拡張し、展示を再構成して実施することになりました。

●わかりやすく丁寧なサインインフォメーションを設置！

ソーシャル・ディスタンスを保つための意識向上を促していく目的で、館内サインや掲出方法に工夫を
凝らしたデザインでサインスタンド等を制作。わかりやすく丁寧なインフォメーションで来場者を安心・安
全で誘導いたします。
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7月15日（水）チケット発売スタート！

角川武蔵野ミュージアム公式サイト（https://kadcul.com/）にて！

●チケット発売について

チケットの発売開始は2020年7月15日（水）を予定しています。角川武蔵野ミュージアム公式サイトにて
オンラインチケットの購入が可能になります。展示会のチケットは全て日時指定入場制です。

当日券の現地販売はございませんので、角川武蔵野ミュージアム公式サイトにて事前にご購入をお願
いします。

なお、コロナ禍における館内入場制限や注意事項につきましては、角川武蔵野ミュージアム公式サイト
にて随時掲載を行いますので、ご購入の際はご確認くださいませ。

詳細は→ https://kadcul.com/

■「角川武蔵野ミュージアム」について

美術・博物・図書をまぜまぜにする、前人未到のプロジェクト。イマジネーションを連想させながら、リアル
とバーチャルを行き来する複合文化ミュージアムです。

運営の柱となるのは、館長である編集工学者の松岡正剛氏、博物学者の荒俣宏氏、芸術学・美術教育
の研究者である神野真吾氏、建築家の隈研吾氏。この体制のもと、意欲的で革新的なスタッフが新しい
ミュージアムの創設に尽力します。

角川武蔵野ミュージアム 公式サイト → https://kadcul.com/

公式ツイッター → https://twitter.com/kadokawa_museum

Facebook → https://www.facebook.com/kadokawaculturemuseum/

Instagram → https://www.instagram.com/kadokawa_culture_museum/

■「ところざわサクラタウン」について

ＫＡＤＯＫＡＷＡと埼玉県所沢市が共同で進める「COOL JAPAN FOREST構想」の拠点施設。「角川武蔵
野ミュージアム」のほか、書籍製造・物流工場やＫＡＤＯＫＡＷＡの新オフィス、イベントスペース（「ジャパ
ンパビリオン」「千人テラス」）、体験型ホテル（「EJアニメホテル」）、ショップ（「ダ・ヴィンチストア」）、レスト
ラン（「角川食堂」）、商業施設などを建設。2020年11月6日（金）グランドオープンの予定です。

ところざわサクラタウン 公式サイト → https://tokorozawa-sakuratown.jp/

公式ツイッター → https://twitter.com/sakuratownjp/

Instagram → https://www.instagram.com/sakuratownjp/

■角川文化振興財団は「わが国文化の振興に寄与する」という財団の設立目的実現のために、文芸の
成果に対する授賞、文芸に関する出版、文芸の研究や著述の刊行への助成、映画芸術振興に関する
助成、また文芸・映画資料の収集・保存・展示等、様々な事業を行っております。

角川文化振興財団 公式サイト → http://www.kadokawa-zaidan.or.jp/

https://kadcul.com/
https://kadcul.com/
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